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041 図書室詳細図 

047 給食室詳細図 
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■1. ビニル床シート、ビニル床タイル及びゴム床タイル張り［標19.2.2］［標19.2.3］ ■ 1. ビニル床シート、ビニル床タイル及びゴム床タイル張り［標19.2.2］［標19.2.3］
■ビニル床シート ■ビニル床シート

□単層（TS) ■無地 ■2.0 ■熱溶接 □耐薬品性 □単層（TS) ■無地 ■2.0 ■熱溶接 □耐薬品性
■複層（FS) □ □ □突付け □ ■複層（FS) □ ■2.5 □突付け □
□発砲複層（HS) □ □発砲複層（HS) □
□ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱ（KS) □ ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱ（KS)
■ビニル床タイル ■ビニル床タイル

■ ■2.0 □ □耐薬品性 □ ■ ■2.0 □ □耐薬品性 □
□単層ビニル床タイル（TT） ■2.0 □ □耐薬品性 □ □単層ビニル床タイル（TT） ■2.0 □ □耐薬品性 □
□複層ビニル床タイル（FT） ■2.0 □ □耐薬品性 □ □複層ビニル床タイル（FT） ■2.0 □ □耐薬品性 □
□置敷きビニル床タイル(FOA) ■ 4.0以上 □耐薬品性 □ □置敷きビニル床タイル(FOA) ■ 4.0以上 □耐薬品性 □
□薄形置敷きビニル床タイル(FOB) ■ 4.0未満 □耐薬品性 □ □薄形置敷きビニル床タイル(FOB) ■ 4.0未満 □耐薬品性 □
□帯電防止床シート及び床タイル □帯電防止床シート及び床タイル

□床シート ■無地 ■2.0 ■熱溶接 □床シート ■無地 ■2.0 ■熱溶接
□ □ □突付け □ □ □突付け

□ □1.2以上3.2未満 □ □1.2以上3.2未満
□床タイル ■無地 ■2.0 □3.2以上5.2未満 □床タイル ■無地 ■2.0 □3.2以上5.2未満

□ □ □5.2以上 □ □ □5.2以上
■視覚障害者用床タイル ■視覚障害者用床タイル

■警告型（図示） ■JIS T 9251に準拠した形状 ■2.0 ■ 300角 ■警告型（図示） ■JIS T 9251に準拠した形状 ■2.0 ■ 300角
■誘導型（図示） □ □ □ ■誘導型（図示） □ □ □

□耐動荷重性床シート □耐動荷重性床シート

■図示 ■無地 ■2.0 ■熱溶接 ■図示 ■無地 ■2.0 ■熱溶接
□ □ □ □突付け □ □ □ □突付け

□ □

■防滑性床シート及び床タイル ■防滑性床シート及び床タイル

■床シート ■無地 ■2.0 ■熱溶接 ■エンボス形状 ■床シート ■無地 ■2.5 ■熱溶接 ■エンボス形状
□ □ □突付け □硬質粒子配合 □ □ □突付け □硬質粒子配合

□ □ □ □
□床タイル ■無地 ■2.0 □床タイル ■無地 ■2.0

□ □ □ □
■ビニル幅木 ■ビニル幅木

■1.5 □60 ■1.5 □60
□ ■100 □ ■100
□ゴム床タイル □ゴム床タイル

□天然ゴム □無地 □ □3 □ 4 □ 5 □ 6 □ 9 □ □天然ゴム □無地 □ □3 □ 4 □ 5 □ 6 □ 9 □
□合成ゴム □無地 □ □3 □ 4 □ 5 □ 6 □ 9 □ □合成ゴム □無地 □ □3 □ 4 □ 5 □ 6 □ 9 □
接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量は、1章（一般共通事項）13項「環境への配慮」による。 接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量は、1章（一般共通事項）13項「環境への配慮」による。
下地の工法 ■［標19.2.3(a)(1)～(3)］の工法による。 □図示 下地の工法 ■［標19.2.3(a)(1)～(3)］の工法による。 □図示
施工箇所 ■図示 □ 施工箇所 ■図示 □

種類 色柄 厚さ（mm） 特殊機能

19章　内装工事

種類 色柄 厚さ(mm) 継目 特殊機能

JIS A1455による帯電防止性
能評価値(Ｕ値)

種類 形状 厚さ（mm） 寸法

色は黄色を原則とするが、黄色では色の差が確保できない場合には、周囲の床の仕上
げと色の差が確保できる色とすること。

コンポジションビニル床タイル（KT）

種類 色柄 厚さ（mm） 継目 帯電防止性能の区分

厚さ(mm) 高さ(mm)

種類 色柄 厚さ（mm）

種類 色柄 厚さ（mm） 継目

JIS　A　1454によるへこみ試験、残留へこみ試験、すべり性試験、磨耗試験、層間はく
離強度試験（発泡層のあるビニル床シートのみ）及びキャスター性試験等の試験後、異
常がないこと。

種類 色柄 厚さ（mm） 継目 床材の表面

色は黄色を原則とするが、黄色では色の差が確保できない場合には、周囲の床の仕上
げと色の差が確保できる色とすること。

種類 色柄 厚さ（mm） 継目

コンポジションビニル床タイル（KT）

種類 色柄 厚さ（mm） 継目 帯電防止性能の区分
JIS A1455による帯電防止性
能評価値(Ｕ値)

種類 形状 厚さ（mm） 寸法

19章　内装工事

種類 色柄 厚さ(mm) 継目 特殊機能

種類 色柄 厚さ（mm） 特殊機能

JIS　A　1454によるへこみ試験、残留へこみ試験、すべり性試験、磨耗試験、層間はく
離強度試験（発泡層のあるビニル床シートのみ）及びキャスター性試験等の試験後、異
常がないこと。

種類 色柄 厚さ（mm） 継目 床材の表面

厚さ(mm) 高さ(mm)

種類 色柄 厚さ（mm）

入札S5011 入札S5011

m-tanaka
テキストボックス
　修正前（特記仕様書）

m-tanaka
テキストボックス
　修正後（特記仕様書）



19章　内装工事 19章　内装工事

■2. カーペット敷き ［標19.3.3］［標表19.3.1］［標19.3.4］ ■ 2. カーペット敷き ［標19.3.3］［標表19.3.1］［標19.3.4］
□織じゅうたん □織じゅうたん

□A種 □カットパイル □ウィルトン □帯電防止 □A種 □カットパイル □ウィルトン □帯電防止
□B種 □ループパイル □ダブルフェース □B種 □ループパイル □ダブルフェース
□C種 □カット/ループパイル □アキスミンスター □C種 □カット/ループパイル □アキスミンスター
■タフテッドカーペット ■タフテッドカーペット

□カットパイル □5～7 ■全面接着工法 □帯電防止 □カットパイル □5～7 ■全面接着工法 □帯電防止
■ループパイル ■4～6 □ ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法 ■ループパイル ■4～6 □ ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法
□カット/ループパイル □4 □カット/ループパイル □4
□ □ □ □
□ニードルパンチカーペット □ニードルパンチカーペット

□帯電防止 □帯電防止
(適用箇所は図示による) (適用箇所は図示による)

■タイルカーペット ■タイルカーペット

■一種 □カットパイル ■500角 ■6.5 □帯電防止 □平場 ■一種 □カットパイル ■500角 ■6.5 □帯電防止 □平場
□二種 ■ループパイル □ □ ■市松敷き □二種 ■ループパイル □ □ ■市松敷き

□カット/ループパイル □図示 □カット/ループパイル □図示
□階段部分 □階段部分

■模様流し ■模様流し
□図示 □図示

下敷き材 ■JIS L 3204（反毛ﾌｪﾙﾄ）第2種2号　呼び厚さ8mm □図示 下敷き材 ■JIS L 3204（反毛ﾌｪﾙﾄ）第2種2号　呼び厚さ8mm □図示
取付け用付属品（見切り、押え金物の材質、種類及び形状） ■図示 □ 取付け用付属品（見切り、押え金物の材質、種類及び形状） ■図示 □
接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量は、1章（一般共通事項）13項「環境への配慮」による。 接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量は、1章（一般共通事項）13項「環境への配慮」による。

□3. 合成樹脂塗床 ［標19.4.2］［標19.4.3］［標表19.4.4］ □ 3. 合成樹脂塗床 ［標19.4.2］［標19.4.3］［標表19.4.4］

□弾性ウレタン塗床材 ■平滑仕上げ □防滑仕上げ □つや消し仕上げ □弾性ウレタン塗床材 ■平滑仕上げ □防滑仕上げ □つや消し仕上げ
■薄膜流し展べ工法（ □平滑 ■防滑　） ■薄膜流し展べ工法（ □平滑 ■防滑　）

□ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗床材(厚膜型) □厚膜流し展べ工法（ □平滑 □防滑　） □ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗床材(厚膜型) □厚膜流し展べ工法（ □平滑 □防滑　）
□樹脂モルタル工法（ □平滑 □防滑　） □樹脂モルタル工法（ □平滑 □防滑　）

□ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗床材(薄膜型) ■平滑仕上げ □ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗床材(薄膜型) ■平滑仕上げ
塗料のホルムアルデヒドの放散量は、1章（一般共通事項）13項「環境への配慮」による。 塗料のホルムアルデヒドの放散量は、1章（一般共通事項）13項「環境への配慮」による。

■4. フローリング張り ■4. フローリング張り

□ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ(根太張用) ■釘留め工法 ■なら □ぶな □ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ(根太張用) ■釘留め工法 ■なら □ぶな

■根太張り工法 ■根太張り工法
□ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ(直張用) □釘留め工法 ■なら □ぶな □ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ(直張用) □釘留め工法 ■なら □ぶな

■直張り工法 ■直張り工法
□接着工法 □接着工法

□ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ(直張用) □接着工法 ■なら □ぶな ■ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ(直張用) ■接着工法 ■なら □ぶな

□ﾓﾙﾀﾙ埋込工法 □ﾓﾙﾀﾙ埋込工法
□ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ(直張用) ■接着工法 □ □ 厚さ(　　　　㎜) □ ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ(直張用) ■接着工法 □ □ 厚さ(　　　　㎜)

大きさ(　　　　角) 大きさ(　　　　角)
■複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(根太張用) ■釘留め工法 ■なら □ぶな □A種 □B種 ■C種 ■複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(根太張用) ■釘留め工法 ■なら □ぶな □A種 □B種 ■C種

■１種□２種□３種 ■根太張り工法 □防湿処理 ■１種□２種□３種 ■根太張り工法 □防湿処理

□複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(直張用) □直張り工法 ■なら □ぶな □A種 □B種 ■C種 □複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(直張用) □直張り工法 ■なら □ぶな □A種 □B種 ■C種
□１種□２種□３種 □接着工法 ■なら □ぶな □１種□２種□３種 □接着工法 ■なら □ぶな

接着工法の裏面緩衝材 ■合成樹脂発泡シート □図示 接着工法の裏面緩衝材 ■合成樹脂発泡シート □図示

(適用箇所は図
示による)

パイル形状 パイル長（mm） 工法 帯電性

種別 パイル形状 織り方 帯電性

(適用箇所は図
示による)

種別 パイル形状
寸法

（mm）
総厚さ
（mm）

帯電性 敷き方

(適用箇所は図
示による)

厚さ（mm） 帯電性

(標19.5.4(b)(ⅱ)①
2)による。)

本項目で使用する材料及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量は、1章（一般共通事項）
13項「環境への配慮」による。

種類 工法 材種 種別、その他

［標19.5.2］～［標19.5.7］

種別 仕上の種類

パイル形状 パイル長（mm） 工法 帯電性

(適用箇所は図
示による)

厚さ（mm） 帯電性

種別 パイル形状 織り方 帯電性

(適用箇所は図
示による)

(標19.5.4(b)(ⅱ)①
2)による。)

敷き方

(適用箇所は図
示による)

種別 仕上の種類

［標19.5.2］～［標19.5.7］
本項目で使用する材料及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量は、1章（一般共通事項）
13項「環境への配慮」による。

種類 工法 材種 種別、その他

種別 パイル形状
寸法
（mm）

総厚さ
（mm）

帯電性

入札S5011 入札S5011

m-tanaka
テキストボックス
　修正前（特記仕様書）

m-tanaka
テキストボックス
　修正後（特記仕様書）



6章　内装改修工事6章　内装改修工事

□9. 窓、出入口その他［改6.5.7］ □9. 窓、出入口その他［改6.5.7］
□吊元枠、水掛りの下枠及び敷居に用いる木材 □吊元枠、水掛りの下枠及び敷居に用いる木材

■ひのき □ ■ひのき □
□その他に用いる木材 □その他に用いる木材

■松・杉 □ ■松・杉 □

□10. 床板張り［改6.5.8］ □10. 床板張り［改6.5.8］
□縁甲板及び上りがまちに用いる木材 □縁甲板及び上りがまちに用いる木材

■ひのき □ ■ひのき □

□11. 壁及び天井下地［改6.5.9］ □11. 壁及び天井下地［改6.5.9］
□壁及び天井下地に用いる木材 □壁及び天井下地に用いる木材

■杉・松 □ ■杉・松 □
□12. 軽量鉄骨天井下地[改6.6.1][改表6.6.1][改6.6.2][改6.6.3][改6.6.4] □ 12. 軽量鉄骨天井下地[改6.6.1][改表6.6.1][改6.6.2][改6.6.3][改6.6.4]

□ □

■図示 □ ■図示 □
□ □

野縁等の種類 屋外 □19型 ■25型 野縁等の種類 屋外 □19型 ■25型
屋内 ■19型 □25型 屋内 ■19型 □25型

屋外の野縁受、吊ﾎﾞﾙﾄ、ｲﾝｻｰﾄの間隔、周辺部の端部からの寸法、野縁の間隔 ■図示 屋外の野縁受、吊ﾎﾞﾙﾄ、ｲﾝｻｰﾄの間隔、周辺部の端部からの寸法、野縁の間隔 ■図示
□既存の埋込みインサートの使用（吊ボルト引抜き試験は[改6.6.4](a)(3)による。） □既存の埋込みインサートの使用（吊ボルト引抜き試験は[改6.6.4](a)(3)による。）
□開口部の補強 ■図示 □開口部の補強 ■図示
□あと施工アンカーの引抜き試験 ■[改6.6.4](a)(3)による。 □あと施工アンカーの引抜き試験 ■[改6.6.4](a)(3)による。

□屋外の場合（試験方法： ） □屋外の場合（試験方法： ）
□屋外の軒天井、ﾋﾟﾛﾃｨ天井等の補強 ■図示 □ □屋外の軒天井、ﾋﾟﾛﾃｨ天井等の補強 ■図示 □
□天井のふところが1.5ｍを超える場合の補強箇所及び補強方法 ■図示 □ □天井のふところが1.5ｍを超える場合の補強箇所及び補強方法 ■図示 □
□天井のふところが3ｍを超える場合の補強箇所及び補強方法 ■図示 □ □天井のふところが3ｍを超える場合の補強箇所及び補強方法 ■図示 □
□天井の補強（耐震補強）の補強箇所及び補強方法 ■図示 □ □天井の補強（耐震補強）の補強箇所及び補強方法 ■図示 □
□屋外軒天井、ピロティ天井等の補強（耐風圧性の考慮） ■図示 □ □屋外軒天井、ピロティ天井等の補強（耐風圧性の考慮） ■図示 □

□13. 軽量鉄骨壁下地[改6.7.1] □ 13. 軽量鉄骨壁下地[改6.7.1]
ｽﾀｯﾄﾞ、ﾗﾝﾅｰの種類 ■［改表6.7.1］スタッド高さによる区分による。 ｽﾀｯﾄﾞ、ﾗﾝﾅｰの種類 ■［改表6.7.1］スタッド高さによる区分による。
□50型 □65型 □90型 □100型 □50型 □65型 □90型 □100型
ｽﾀｯﾄﾞの高さが5.0ｍを超える場合は、図示による。 ｽﾀｯﾄﾞの高さが5.0ｍを超える場合は、図示による。

□14. ビニル床シート・ビニル床タイル及びゴム床タイル張り[改6.8.2.] ■ 14. ビニル床シート・ビニル床タイル及びゴム床タイル張り[改6.8.2.]
材料 材料
□ビニル床シート ■ビニル床シート

厚さ（mm） 厚さ（mm）
□単層（TS) ■ 2.0 ■熱溶接 ■無地 □耐薬品性 □単層（TS) ■ 2.0 ■熱溶接 ■無地 □耐薬品性
■複層（FS) □ □突き付け □ □ ■複層（FS) □ □突き付け ■チップ柄 ■抗菌性
□発砲複層（HS) □ □発砲複層（HS) □
□ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱ（KS) □ ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱ（KS)
□ビニル床タイル □ビニル床タイル

■ ■2.0 □ □耐薬品性 □ ■ ■2.0 □ □耐薬品性 □
□単層ビニル床タイル（TT） ■2.0 □ □耐薬品性 □ □単層ビニル床タイル（TT） ■2.0 □ □耐薬品性 □
□複層ビニル床タイル（FT） ■2.0 □ □耐薬品性 □ □複層ビニル床タイル（FT） ■2.0 □ □耐薬品性 □
□置敷きビニル床タイ(4.0以上) ■図示 □耐薬品性 □ □置敷きビニル床タイ(4.0以上) ■図示 □耐薬品性 □
□薄形置敷きビニル床タ(4.0未満) ■図示 □耐薬品性 □ □薄形置敷きビニル床タ(4.0未満) ■図示 □耐薬品性 □

色柄 厚さ（mm） 特殊機能

天井材の単位面積当たりの質量が20kg/㎡を超える天井、水平でない天井及びシステム
天井

天井材の単位面積当たりの質量が20kg/㎡を超える天井、水平でない天井及びシステム
天井以外の天井

種類

コンポジションビニル床タイル（KT）

継目 色柄 特殊機能

種類

種類 継目 色柄 特殊機能

種類 色柄 厚さ（mm） 特殊機能
コンポジションビニル床タイル（KT）

天井材の単位面積当たりの質量が20kg/㎡を超える天井、水平でない天井及びシステム
天井

天井材の単位面積当たりの質量が20kg/㎡を超える天井、水平でない天井及びシステム
天井以外の天井

入札S5011 入札S5011

m-tanaka
テキストボックス
　修正前（特記仕様書）

m-tanaka
テキストボックス
　修正後（特記仕様書）
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□17. フローリング張り[改6.11.2]～[改6.11.7] ■17. フローリング張り[改6.11.2]～[改6.11.7]

フローリング フローリング

□ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ(根太張用) ■釘留め工法 ■なら□ぶな □ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ(根太張用) ■釘留め工法 ■なら□ぶな
■根太張り工法 ■根太張り工法

□ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ(直張用) □釘留め工法 ■なら□ぶな □ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ(直張用) □釘留め工法 ■なら□ぶな
■直張り工法 ■直張り工法

□接着工法 □接着工法
□ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ(直張用) □接着工法 ■なら□ぶな ■ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ(直張用) ■接着工法 □なら■ぶな

□ﾓﾙﾀﾙ埋込工法 □ﾓﾙﾀﾙ埋込工法
□ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ(直張用) ■接着工法 □ □ 厚さ(　　　　㎜) □ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ(直張用) ■接着工法 □ □ 厚さ(　　　　㎜)

大きさ(　　　　角) 大きさ(　　　　角)
□複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(根太張用) ■釘留め工法 ■なら□ぶな□A種 □B種 ■C種 ■複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(根太張用) ■釘留め工法 □なら■ぶな■A種 □B種 □C種

□１種 □２種 □３種 ■根太張り工法 □防湿処理 ■１種 □２種 □３種 ■根太張り工法 □防湿処理

□複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(直張用) □直張り工法 ■なら□ぶな□A種 □B種 ■C種 □複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(直張用) □直張り工法 ■なら□ぶな□A種 □B種 ■C種
□１種 □２種 □３種 □接着工法 ■なら□ぶな □１種 □２種 □３種 □接着工法 ■なら□ぶな

接着工法の裏面緩衝材 ■合成樹脂発泡シート □図示 接着工法の裏面緩衝材 ■合成樹脂発泡シート □図示
仕上塗装 仕上塗装

■ウレタン樹脂ワニス塗り □ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗りの上ﾜｯｸｽ塗り ■ウレタン樹脂ワニス塗り □ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗りの上ﾜｯｸｽ塗り
□生地のままワックス塗り □ □生地のままワックス塗り □
□ウレタン樹脂ワニス塗り □ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗りの上ﾜｯｸｽ塗り □ウレタン樹脂ワニス塗り □ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗りの上ﾜｯｸｽ塗り
□生地のままワックス塗り □ □生地のままワックス塗り □

□18. 畳敷き[改6.12.2][改表6.12.1] □ 18. 畳敷き[改6.12.2][改表6.12.1]

[改表6.5.8]による □A種 □B種 □C種 [改表6.5.8]による □A種 □B種 □C種
床組 □D種 ( □ KT-Ⅰ □KT-Ⅱ □KT-Ⅲ □KT-K □ KT-N ） 床組 □D種 ( □ KT-Ⅰ □KT-Ⅱ □KT-Ⅲ □KT-K □ KT-N ）
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ床下地 □A種 □B種 □C種 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ床下地 □A種 □B種 □C種

□D種 ( □ KT-Ⅰ □KT-Ⅱ □KT-Ⅲ □KT-K □ KT-N ） □D種 ( □ KT-Ⅰ □KT-Ⅱ □KT-Ⅲ □KT-K □ KT-N ）
畳下地 厚さ(mm) ■ 40 □ 65 □ 80 畳下地 厚さ(mm) ■ 40 □ 65 □ 80
ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ類 厚さ(mm) ■ 80 □ 95 □ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ類 厚さ(mm) ■ 80 □ 95 □

畳床に使用する繊維板原材料 畳床に使用する繊維板原材料
特記仕様書19章「せっこうﾎﾞｰﾄﾞ、その他ﾎﾞｰﾄﾞ及び合板張り」による。 特記仕様書19章「せっこうﾎﾞｰﾄﾞ、その他ﾎﾞｰﾄﾞ及び合板張り」による。
ホルムアルデヒドの放散量は、1章（一般共通事項）13項「環境への配慮」による。 ホルムアルデヒドの放散量は、1章（一般共通事項）13項「環境への配慮」による。
畳表及び畳床はVOC含有量が少ないものとする。 畳表及び畳床はVOC含有量が少ないものとする。

■19. せっこうボード,その他のボード,及び合板張り[改6.13.2][改6.13.3] ■ 19. せっこうボード,その他のボード,及び合板張り[改6.13.2][改6.13.3]
■ボード類 ■ボード類

□15 □ 20 □ 25 □ 30 □ 15 □ 20 □ 25 □ 30
□ □
□15 □ 20 □ 25 □ 30 □ 15 □ 20 □ 25 □ 30
□ 40 □ 50 □ 40 □ 50
□ 15 □ 20 □ 25 □ 30 □ 15 □ 20 □ 25 □ 30
□ 40 □ 50 □ 40 □ 50
□ 12 □ 15 □ 18 □ 21 □ 12 □ 15 □ 18 □ 21
□ 25 □ 25

□普通木片ｾﾒﾝﾄ板 □25 □ 30 □ 50 □普通木片ｾﾒﾝﾄ板 □25 □ 30 □ 50
■ 0.8FK □ 5 ■ 6 □ 8 □ 10 ■ 0.8FK □ 5 ■ 6 □ 8 □ 10
□ 1.0FK □ 12 □ 1.0FK □ 12

□無研磨板 □3 □6 □ 9 □ 9.5 □無研磨板 □3 □6 □ 9 □ 9.5
□研磨板 □12 □ 12.5□ 13 □ 15 □研磨板 □12 □ 12.5□ 13 □ 15

□ 18 □ 20 □ 25 □ 18 □ 20 □ 25

NF

■けい酸ｶﾙｼｳﾑ板ﾀｲﾌﾟ2

□火山性ｶﾞﾗｽ質複層板 A1

□普通木毛ｾﾒﾝﾄ板 NW

□硬質木片ｾﾒﾝﾄ板 HF

□硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板 HW

□中質木毛ｾﾒﾝﾄ板 MW

下地の種類 畳の種別

種類
記号及び

品質
規格 厚さ（mm）

種別、その他

(改6.11.4(ｂ)(ⅱ)①
ｲによる下張り。)

適用箇所 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 塗装

厚さ（mm）

本項目で使用する材料及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量は、1章（一般共通事
項）13項「環境への配慮」による。

種類 工法 材種

本項目で使用する材料及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量は、1章（一般共通事
項）13項「環境への配慮」による。

種類 工法 材種 種別、その他

(改6.11.4(ｂ)(ⅱ)①
ｲによる下張り。)

適用箇所 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 塗装

下地の種類 畳の種別

種類
記号及び

品質
規格

□硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板 HW

□中質木毛ｾﾒﾝﾄ板 MW

□普通木毛ｾﾒﾝﾄ板 NW

□硬質木片ｾﾒﾝﾄ板 HF

NF

■けい酸ｶﾙｼｳﾑ板ﾀｲﾌﾟ2

□火山性ｶﾞﾗｽ質複層板 A1

入札S5011 入札S5011

m-tanaka
テキストボックス
　修正前（特記仕様書）

m-tanaka
テキストボックス
　修正後（特記仕様書）
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□普通合板（「合板の日本農林規格」第4条「普通合板の規格」） □普通合板（「合板の日本農林規格」第4条「普通合板の規格」）

□ラワン ■指定しない □2.3 □ 2.5 □ 2.7 □特類 □防虫 □ラワン ■指定しない □2.3 □ 2.5 □ 2.7 □特類 □防虫
□しな □広葉樹 □1等 □2等 □3 □3.5 □ 4 □ 1類 □難燃 □しな □広葉樹 □1等 □2等 □3 □3.5 □ 4 □ 1類 □難燃
□ □針葉樹 □5.5 □ 6 □ 9 □ 2類 □ □針葉樹 □5.5 □ 6 □ 9 □ 2類

□A-A □ A-B □ A-C □12 □15 □ 18 □ □A-A □ A-B □ A-C □12 □15 □ 18 □
□A-D □ B-B □ B-C □21 □24 □ A-D □ B-B □ B-C □21 □24

□ B-D □ C-C □ C-D □ B-D □ C-C □ C-D
□ D-D □ D-D

□天然木化粧合板（「合板の日本農林規格」第7条「天然木化粧合板の規格」） □天然木化粧合板（「合板の日本農林規格」第7条「天然木化粧合板の規格」）

□ □防虫□難燃□ □3.2 □ 4.2 □ 6 □特類 □1類 □2類 □ □防虫□難燃□ □3.2 □ 4.2 □ 6 □特類 □1類 □2類
□ □

□特殊加工化粧合板（「合板の日本農林規格」第8条「特殊加工化粧合板の規格」） □特殊加工化粧合板（「合板の日本農林規格」第8条「特殊加工化粧合板の規格」）

□ﾒﾗﾐﾝ化粧合板 □ □F □FW □防虫□2.3 □ 2.4 □ 2.5 □ 2.7 □ ﾒﾗﾐﾝ化粧合板 □ □F □FW □防虫□2.3 □ 2.4 □ 2.5 □ 2.7
□ □ﾌﾟﾘﾝﾄ合板 □W □SW □難燃□3 □3.2 □ 3.5 □ 3.7 □ □ﾌﾟﾘﾝﾄ合板 □W □SW □難燃□3 □3.2 □ 3.5 □ 3.7
□ □ □ □3.8 □ 4 □ 4.2 □ 4.8 □ 5 □ □ □ □3.8 □ 4 □ 4.2 □ 4.8 □ 5

□ 5.2 □ 5.5 □ 6 □ 8.5 □ 9 □ 5.2 □ 5.5 □ 6 □ 8.5 □ 9
接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量は、1章（一般共通事項）13項「環境への配慮」による。 接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量は、1章（一般共通事項）13項「環境への配慮」による。
□遮音シール材 □遮音シール材

□適用する （□ｱｸﾘﾙ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 □ｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 □ｼﾞｮｲﾝﾄｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ ） □適用する （□ｱｸﾘﾙ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 □ｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 □ｼﾞｮｲﾝﾄｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ ）
□適用しない □適用しない

下地 □軽量鉄骨下地（改6章6節及び6章7節による。） 下地 □軽量鉄骨下地（改6章6節及び6章7節による。）
□木造下地（改6章5節による。） □木造下地（改6章5節による。）
□上記以外の下地（図示） □上記以外の下地（図示）

□合板類の張付け種別 □A種 ■B種 □合板類の張付け種別 □A種 ■B種
□せっこうボードの目地工法 □継目処理工法 □突付け工法 □目透し工法 □せっこうボードの目地工法 □継目処理工法 □突付け工法 □目透し工法

□20. 壁紙張り[改6.14.2][改6.14.3] ■ 20. 壁紙張り[改6.14.2][改6.14.3]

□不燃 □準不燃□難燃 印刷室 □不燃 ■準不燃□難燃
□不燃 □準不燃□難燃 □不燃 □準不燃□難燃
□不燃 □準不燃□難燃 □不燃 □準不燃□難燃
□不燃 □準不燃□難燃 □不燃 □準不燃□難燃
□不燃 □準不燃□難燃 □不燃 □準不燃□難燃
□不燃 □準不燃□難燃 □不燃 □準不燃□難燃
□不燃 □準不燃□難燃 □不燃 □準不燃□難燃

品質はJISA6921に適合したものとする。 品質はJISA6921に適合したものとする。
全て防かび剤入り接着剤、防かび剤入りシーラーを使用すること。 全て防かび剤入り接着剤、防かび剤入りシーラーを使用すること。
壁紙のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量は、1章（一般共通事項）10項「環境への配慮」による。 壁紙のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量は、1章（一般共通事項）10項「環境への配慮」による。
素地ごしらえ[改7.2.5][改表7.2.5][改表7.2.7] 素地ごしらえ[改7.2.5][改表7.2.5][改表7.2.7]
□ ﾓﾙﾀﾙ面及びﾌﾟﾗｽﾀｰ面 □RA種 □RB種 □ﾓﾙﾀﾙ面及びﾌﾟﾗｽﾀｰ面 □RA種 □RB種
□ｺﾝｸﾘｰﾄ面及びALCﾊﾟﾈﾙ面 □RA種 ■RB種 □ｺﾝｸﾘｰﾄ面及びALCﾊﾟﾈﾙ面 □RA種 ■RB種
□せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面 □RA種 ■RB種 □せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面 □RA種 ■RB種

□ □ □ □ □

□ □ □ □ □
□ □ □ □ □

□ □ □ □ □
□ □ □ □ □

□ □ ■ □ □
□ □ □ □ □

塩化ﾋﾞﾆﾙ化粧合板

施工箇所
種類

防火性能 品質
紙 繊維 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 無機質 その他

合板の種類 表面性能 処理 厚さ等（mm）
ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板

ｼﾞｱﾘﾙﾌﾀﾚｰﾄ化粧合板

接着の程度 処理

表板の樹種 処理 厚さ等（mm） 接着の程度

表板の樹種 板面の品質 厚さ（mm）

防火性能

表板の樹種 板面の品質 厚さ（mm） 接着の程度 処理

表板の樹種 処理 厚さ等（mm） 接着の程度

合板の種類 表面性能 処理 厚さ等（mm）
ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板

ｼﾞｱﾘﾙﾌﾀﾚｰﾄ化粧合板

塩化ﾋﾞﾆﾙ化粧合板

施工箇所
種類

品質
紙 繊維 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 無機質 その他

□ □ □ □ □
□ □ □ □ □
□ □ □ □ □
□ □ □ □ □
□ □ □ □ □
□ □ □ □ □
□ □ □ □ □

入札S5011 入札S5011

m-tanaka
テキストボックス
　修正前（特記仕様書）

m-tanaka
テキストボックス
　修正後（特記仕様書）



6章　内装改修工事6章　内装改修工事

■21. モルタル塗[改6.15.3] ■ 21. モルタル塗[改6.15.3]
材料 材料
□防水剤（防水モルタル塗の混入剤）の名称・規格（ ） □防水剤（防水モルタル塗の混入剤）の名称・規格（ ）

製造所、性能等の確認できる資料を監督職員に提出すること 製造所、性能等の確認できる資料を監督職員に提出すること
□既製目地材 □既製目地材

形状 ■図示 □（ ） 形状 ■図示 □（ ）
工法 工法
□モルタル壁塗り □モルタル壁塗り

目地 ■図示 □縦横3m毎 目地 ■図示 □縦横3m毎
■モルタル床塗り ■モルタル床塗り

目地 □図示 ■室内縦横1.8m毎、廊下3.6m毎 目地 □図示 ■室内縦横1.8m毎、廊下3.6m毎
□防水モルタル □防水モルタル

厚さ ■図示 □（ ） 厚さ ■図示 □（ ）
□既製目地材 □既製目地材

形状 ■図示 □（ ） 形状 ■図示 □（ ）

■22. タイル張り[改6.16.2][改6.16.3][改6.16.4] ■ 22. タイル張り[改6.16.2][改6.16.3][改6.16.4]
伸縮調整目地の位置 ■図示 伸縮調整目地の位置 ■図示
陶磁器質ﾀｲﾙの種類 陶磁器質ﾀｲﾙの種類

吸水率 吸水率
（㎜） ⅠⅡⅢ （㎜） ⅠⅡⅢ

6号館便所床 100角 100x100 ■□□ 敷地内の通路、建築物の出入口 6号館便所床 50角 50x50 ■□□ 敷地内の通路、建築物の出入口

同上汚垂ﾀｲﾙ 汚垂 600w ■□□ 同上汚垂ﾀｲﾙ 汚垂 600w ■□□
段鼻ﾀｲﾙ 段鼻 100x60 ■□□ 段鼻ﾀｲﾙ 段鼻 100x60 ■□□

□□□ 6号館便所壁 100角 100x100 □□■
□□□ □□□
□□□ □□□
□□□ □□□
□□□ □□□

耐凍害性 ■適用しない 耐凍害性 ■適用しない
　 □適用 　 □適用

■標準的な曲がりの役物は、一体成形品とする。 ■標準的な曲がりの役物は、一体成形品とする。
特殊役物形状 □図示 特殊役物形状 □図示
ﾀｲﾙ見本焼き ■行わない □行う ﾀｲﾙ見本焼き ■行わない □行う
ﾀｲﾙ試験張り ■行わない □行う ﾀｲﾙ試験張り ■行わない □行う

張付け用材料 張付け用材料
接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量 接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量

コンクリート素地面の目荒し工法の適用 □適用する □適用しない コンクリート素地面の目荒し工法の適用 □適用する □適用しない
壁タイル張りの工法 □改良積上げ張り □壁タイル接着剤張り 壁タイル張りの工法 □改良積上げ張り □壁タイル接着剤張り

□23. セルフレベリング材塗り □23. セルフレベリング材塗り
ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材の種類及び品質 □[改表6.17.1]による。 ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材の種類及び品質 □[改表6.17.1]による。
ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材の塗厚 □図示 ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材の塗厚 □図示

□

□ □

C.S.R・B＝0.6以上 客室の浴室・シャワー室の床

使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量は、1章（一般共通事項）13項「環境
への配慮」による。

□ □ □ □ □
□ □ □ □ □ □

□ □ □ □

C.S.R-sinθ＝0.4以上 傾斜路（傾斜角：θ）

C.S.R＝0.3以上 客室の床

C.S.R・B＝0.7以上 浴室（大浴場）プールサイド

□ □ □ □ □ □
■ □ □ ■ ■ □

屋内の通路、階段の踏面・踊場

■ □ ■ □ ■ □ 便所・洗面所の床

C.S.R＝0.4以上■ □ □ ■ ■ □
■ □ □ ■ ■ □

色 滑り抵抗性
施釉 無釉 あり なし 標準 特注 滑り抵抗係数又は滑り抵抗値 単位空間

施工場所 形状
寸法 釉薬 役物

使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量は、1章（一般共通事項）13項「環境
への配慮」による。

便所・洗面所の床

C.S.R-sinθ＝0.4以上

屋内の通路、階段の踏面・踊場

客室の浴室・シャワー室の床

浴室（大浴場）プールサイド

C.S.R・B＝0.6以上

□ □ □ □

C.S.R＝0.3以上

□ □ □ □ □ □

□
□ □

C.S.R・B＝0.7以上

客室の床

傾斜路（傾斜角：θ）

□ □ □ □ □
□

□

滑り抵抗係数又は滑り抵抗値 単位空間

C.S.R＝0.4以上

滑り抵抗性
施工場所 形状

寸法 釉薬 役物 色
施釉 無釉 あり なし 標準 特注
■ □ □ ■ ■ □
■ □ □ ■ ■ □

□ □ □ □
□ ■ □ ■ □■

□ □ □ □ □
□

入札S5011 入札S5011

m-tanaka
テキストボックス
　修正前（特記仕様書）

m-tanaka
テキストボックス
　修正後（特記仕様書）



■1. アスベスト含有建材の処理工事［改9.1.1］ ■1. アスベスト含有建材の処理工事［改9.1.1］
処理方法 ■除去処理 □封じ込め処理 □囲い込み処理 処理方法 ■除去処理 □封じ込め処理 □囲い込み処理

■2. 除去後の仕上げ工事［改9.1.1］ ■図示 ■2. 除去後の仕上げ工事［改9.1.1］ ■図示

□3. アスベスト含有調査（施工調査）［改9.1.1］ □3. アスベスト含有調査（施工調査）［改9.1.1］
分析による確認 ■行う（下記表による） □行わない 分析による確認 □行う（下記表による） □行わない

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ　t=2 定性分析 （ ■ 3 □ ） ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ　t=2 定性分析 （ □ 3 □ ）
定量分析 （ □ 3 □ ） 定量分析 （ □ 3 □ ）

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9 定性分析 （ ■ 3 □ ） 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9 定性分析 （ □ 3 □ ）
定量分析 （ □ 3 □ ） 定量分析 （ □ 3 □ ）

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9 定性分析 （ ■ 3 □ ） 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9 定性分析 （ □ 3 □ ）
定量分析 （ □ 3 □ ） 定量分析 （ □ 3 □ ）
定性分析 （ ■ 3 □ ） 定性分析 （ □ 3 □ ）
定量分析 （ ■ 3 □ ） 定量分析 （ □ 3 □ ）

□4. 吹付けアスベスト粉じん濃度の測定［改9.1.1］ □4. 吹付けアスベスト粉じん濃度の測定［改9.1.1］
■行う □行う

作業場所内 作業場所内

作業場所内 作業場所内
作業場所内 作業場所内

■ｻﾝﾌﾟﾙは、作業場所毎に捕集すること。 □ｻﾝﾌﾟﾙは、作業場所毎に捕集すること。
(注)1 (注)1

(注)2 (注)2

(注)3 測定6-aについては、作業期間が6日を超える場合は6日毎に1回測定を行う。 (注)3 測定6-aについては、作業期間が6日を超える場合は6日毎に1回測定を行う。

(注)3
測定2の敷地境界

処理終了後
ｼｰﾄ撤去後
1週間以降

作業後

計2点

9章　環境配慮改修工事

■
材料名 調査方法　（1材料あたりの試料数）

b
使用面積が50㎡未満の場
合

敷地境界
線上

4方向
各1点

測定時期

分析は厚生労働省通達H26.3.31付基安発0331第31号「建材中の石綿含有率分析方法に
ついて」に基づく分析を行う。

アスベスト粉じん濃度測定における計数分析は、第1号登録の第1種作業環境測定士が
行う。

作業場所
外部付近
作業場所
外部付近

使用面積が50㎡以上の場
合
使用面積が50㎡未満の場
合

作業前

線上の測定場所
を含むこと

各2点以上　(注)1

作業場所
外部付近

a

作業中

負圧・除じ
ん装置の排
出吹出し口

吹付ｱｽﾍﾞｽﾄ等の使用面積が
50㎡以上の場合

各2点以上 (注)1､(注)2

吹出風速1m/sec以下
各2点

各1点以上

4方向
各1点

更衣室出入口

測定8

測定5

測定3
測定4

測定7

a
使用面積が50㎡以上の場
合

敷地境界
線上

作業場所内

1点は敷地境界線
上とし最も高濃度
が予想される場所
とする計2点b

測定2
計2点

作業場所
外部付近

測定1

使用面積が50㎡未満の場合

a
測定9

測定6

b

測定6にうち最も
高濃度であった
場所とする

□

□

作業場所毎の室面積が50㎡以下は2点、300㎡以下は3点、300㎡を超えるもの
は原則として100㎡超える毎に1点追加するものとし、監督職員と協議する。
測定3については作業環境評価基準によるものとし、その測定点が2点以下と
なる場合は2点とする。また、その測定結果については作業環境評価基準によ
る評価を行う。

■

各2点

計2点

作業中

測定時期

■
■

□
■

測定点（作業場所毎）
各2点以上(注)1

測定場所測定名称

アスベスト粉じん濃度測定における計数分析は、第1号登録の第1種作業環境測定士が
行う。

作業場所毎の室面積が50㎡以下は2点、300㎡以下は3点、300㎡を超えるもの
は原則として100㎡超える毎に1点追加するものとし、監督職員と協議する。
測定3については作業環境評価基準によるものとし、その測定点が2点以下と
なる場合は2点とする。また、その測定結果については作業環境評価基準によ
る評価を行う。

9章　環境配慮改修工事

材料名 調査方法　（1材料あたりの試料数）
□
□
□
□
□
□
□
□

分析は厚生労働省通達H26.3.31付基安発0331第31号「建材中の石綿含有率分析方法に
ついて」に基づく分析を行う。

測定名称 測定場所 測定点（作業場所毎）

作業前

測定1 作業場所内 各2点以上(注)1

測定2
a

吹付ｱｽﾍﾞｽﾄ等の使用面積が
50㎡以上の場合

作業場所
外部付近

計2点 1点は敷地境界線
上とし最も高濃度
が予想される場所
とするb 使用面積が50㎡未満の場合

作業場所
外部付近

計2点

測定3 各2点以上 (注)1､(注)2
測定4 更衣室出入口 各1点以上

測定5
負圧・除じ
ん装置の排
出吹出し口

吹出風速1m/sec以下
各2点

測定6
a
使用面積が50㎡以上の場
合

敷地境界
線上

4方向
各1点 測定2の敷地境界
(注)3

b
使用面積が50㎡未満の場
合

敷地境界
線上

4方向
各1点

線上の測定場所
を含むこと

作業後 測定7 各2点

処理終了後
ｼｰﾄ撤去後
1週間以降

測定8 各2点以上　(注)1

測定9
a
使用面積が50㎡以上の場
合

作業場所
外部付近

計2点 測定6にうち最も
高濃度であった
場所とするb

使用面積が50㎡未満の場
合

作業場所
外部付近

計2点

入札S5011 入札S5011

m-tanaka
テキストボックス
　修正前（特記仕様書）

m-tanaka
テキストボックス
　修正後（特記仕様書）



歌島中学校増築その他工事工事名称

図面名称

大阪市都市整備局公共建築部
株式会社ＪＦＥ設計

設
計
事
務
所

企画設計課（企画設計グループ）

通し番号 図面番号

契約用図面番号

図面サイズ：Ａ１

平成28年度

図書室詳細図

修正前（通し番号０４１）

041 041

1
2
0
0

6
7
0

5
0
0

1
0
0

1
3
2
0

1
0
0

4
3
0

壁

天　　井

巾　　木

A-320スクリーンボックス

B-21,22掲　示　板

市場品

A-317

市場品

カーテンボックス

室　名　札

掃 除 具 入

A-111

図書室

床

仕　　　様

ス　ノ　コ B- 8

3台B- 5下　足　箱

備　　　考

A-321カーテンボックス

A-214,214'

A-214,214'

付鴨居 正面背面のみ 米栂60×30 ＳＯＰ塗

（下地 ﾓﾙﾀﾀﾙｺﾃ押え）

塩ﾋﾞ巾木　H100

ﾗﾜﾝ合板 t5.5 の上ｸﾛｽＢ張

Ｂ通り ｽﾁｰﾙ枠ﾊﾟﾈﾙもｸﾛｽＢ張

ｺﾝｸﾘｰﾄ面補修の上ＥＰ塗

梁型　ｺﾝｸﾘｰﾄ面補修の上ＥＰ塗

梁型　ＲＣ壁上部：ｺﾝｸﾘｰﾄ面補修の上ＥＰ塗

ｽﾁｰﾙ製 約450×450×1800

遮光ｶｰﾃﾝ（片側固定）、ﾚｰｽｶｰﾃﾝ

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ（Ｗ）

遮光ｶｰﾃﾝ（片側固定）、ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ（Ｓ）

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ（Ｗ）

取付部：ｱﾙﾐ製  ﾌﾟﾚｰﾄ:ｱｸﾘﾙ製

取付位置 正面出入口方立
         h2000 下端

（D通）

（C通）

　 ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ敷き

A-301

天井壁見切　塩ﾋﾞ製ｺ型 ｼﾞｮｲﾅｰ

１カ所

市場品
1本　（中西産業株式会社　DC-60-L　
又は同等品）

欄間スベリ出窓し用
フック棒

EPS

4,100 4,100 4,100 4,100

2
3
0

3
2
0

375375 375375 375375 375375 375375

4,100 4,100 4,100 4,100

60 1,950 70 1,360 70 580 3,520 580 70 1,360 70 1,950 60300 300 300300

7
,
8
0
0

6
7
5

7
5

260

3
,
4
9
0

3
,
4
9
0

16,400

70580701,840 70 1,470

3
,
3
9
0

3
,
3
9
0

杉45×45 L=800 掃除具入

正面掲示板

廊下側 掲示板 
L1500×H900

B
21カーテンボックス

カーテンボックス

スクリーンボックス

A
320

1/50 1/50

1/50

1/50

A
C

盤取付胴縁

C　展開図

A　展開図

上部梁型コンクリート面補修の上ＥＰ塗上部梁型コンクリート面補修の上ＥＰ塗

D　展開図 B　展開図

カーテンボックスカーテンボックス

図書室

カウンター（別途）

カーテンボックス

カーテンボックス

カーテンボックス

下足箱

カーテンボックス

耐震壁

耐震壁

手洗いユニット
（別途）

B通りパネル
内面

B

B

321
A

321
A

321
A

B
8

B
5

B
8

正
面

掲
示

板

スクリーンボックス

掃除具入

手洗いユニット
（別途）

A
320

B
21

図書室　平面図 1/50

廊下

16-B

16-B

A
320

スクリーンボックス

B
15

A

317

A

317

A

317
カーテンボックス

A
317

スノコスノコ

B
15

5
B 下足箱 B

5
下足箱

8
B

スノコ

L''
C' C'

L'' EL D

AW
001

AW
002 001

AW

002A
AW

ラワン合板　t5.5 クロス張

巾木：塩ビ巾木　H100

3ヶ所

1
0
0
0

9
0
0

2
9
7
5

2
9
7
5

4
0

2
7
0
0

600

1
8
0
0

7 9865

1
0
0
0

9
0
0

3
2
0
0
0

4
05
3
7

D

C
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歌島中学校増築その他工事工事名称

図面名称

大阪市都市整備局公共建築部
株式会社ＪＦＥ設計

設
計
事
務
所

企画設計課（企画設計グループ）

通し番号 図面番号

契約用図面番号

図面サイズ：Ａ１

平成28年度

図書室詳細図

修正後（通し番号０４１）

041 041

1
2
0
0

6
7
0

5
0
0

1
0
0

1
3
2
0

1
0
0

4
3
0

壁

天　　井

巾　　木

A-320スクリーンボックス

B-21,22掲　示　板

市場品

A-317

市場品

カーテンボックス

室　名　札

掃 除 具 入

A-111

図書室

床

仕　　　様

ス　ノ　コ B- 8

3台B- 5下　足　箱

備　　　考

A-321カーテンボックス

A-214,214'

A-214,214'

付鴨居 正面背面のみ 米栂60×30 ＳＯＰ塗

塩ﾋﾞ巾木　H100

ﾗﾜﾝ合板 t5.5 の上ｸﾛｽＢ張

Ｂ通り ｽﾁｰﾙ枠ﾊﾟﾈﾙもｸﾛｽＢ張

ｺﾝｸﾘｰﾄ面補修の上ＥＰ塗

梁型　ｺﾝｸﾘｰﾄ面補修の上ＥＰ塗

梁型　ＲＣ壁上部：ｺﾝｸﾘｰﾄ面補修の上ＥＰ塗

ｽﾁｰﾙ製 約450×450×1800

遮光ｶｰﾃﾝ（片側固定）、ﾚｰｽｶｰﾃﾝ

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ（Ｗ）

遮光ｶｰﾃﾝ（片側固定）、ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ（Ｓ）

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ（Ｗ）

取付部：ｱﾙﾐ製  ﾌﾟﾚｰﾄ:ｱｸﾘﾙ製

取付位置 正面出入口方立
         h2000 下端

（D通）

（C通）

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ ｔ2.0 （下地 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え）

A-301

天井壁見切　塩ﾋﾞ製ｺ型 ｼﾞｮｲﾅｰ

１カ所

市場品
1本　（中西産業株式会社　DC-60-L　
又は同等品）

欄間スベリ出窓し用
フック棒

EPS

4,100 4,100 4,100 4,100

2
3
0

3
2
0

375375 375375 375375 375375 375375

4,100 4,100 4,100 4,100

60 1,950 70 1,360 70 580 3,520 580 70 1,360 70 1,950 60300 300 300300

7
,
8
0
0

6
7
5

7
5

260

3
,
4
9
0

3
,
4
9
0

16,400

70580701,840 70 1,470

3
,
3
9
0

3
,
3
9
0

杉45×45 L=800 掃除具入

正面掲示板

廊下側 掲示板 
L1500×H900

B
21カーテンボックス

カーテンボックス

スクリーンボックス

A
320

1/50 1/50

1/50

1/50

A
C

盤取付胴縁

C　展開図

A　展開図

上部梁型コンクリート面補修の上ＥＰ塗上部梁型コンクリート面補修の上ＥＰ塗

D　展開図 B　展開図

カーテンボックスカーテンボックス

図書室

カウンター（別途）

カーテンボックス

カーテンボックス

カーテンボックス

下足箱

カーテンボックス

耐震壁

耐震壁

手洗いユニット
（別途）

B通りパネル
内面

B

B

321
A

321
A

321
A

B
8

B
5

B
8

正
面

掲
示

板

スクリーンボックス

掃除具入

手洗いユニット
（別途）

A
320

B
21

図書室　平面図 1/50

廊下

16-B

16-B

A
320

スクリーンボックス

B
15

A

317

A

317

A

317
カーテンボックス

A
317

スノコスノコ

B
15

5
B 下足箱 B

5
下足箱

8
B

スノコ

L''
C' C'

L'' EL D

AW
001

AW
002 001

AW

002A
AW

ラワン合板　t5.5 クロス張

巾木：塩ビ巾木　H100

3ヶ所

1
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歌島中学校増築その他工事工事名称

図面名称

大阪市都市整備局公共建築部
株式会社ＪＦＥ設計

設
計
事
務
所

企画設計課（企画設計グループ）

通し番号 図面番号

契約用図面番号

図面サイズ：Ａ１

平成28年度

修正前（通し番号０４７）

給食室詳細図 047 047

下足箱

フード
スライサー

冷凍
冷蔵庫

炊飯台
（平置）

SKラック

ラックラックラック ラック

焼き物機

物
干

し
ス

ペ
ー
ス

手洗い

牛乳保冷庫
(移設)

牛乳保冷庫
既設可動配膳棚（移設）

食器消毒保管庫 食器消毒保管庫 配膳戸棚

シャワー
ユニット

脱衣箱

ロッカー（本工事）

手洗い

物入

炊飯台
（立体3段）

炊飯台
（立体3段）

炊飯台
（立体3段）

炊飯台
（立体3段）

炊飯台
（立体3段）

食器洗浄機

食器受台

食器受台

焼き物機

手洗い

穴開調理台

穴開調理台

食缶消毒
保管庫

食缶消毒
保管庫

カウンター

プレハブ保冷庫
（野菜）

一槽シンク

ラック

ラック

作業台

作業台

置台 置台
手洗い

パラフィン
浴装置

球根皮剥機

屋外冷蔵庫

屋外冷蔵庫

仮ごみ置場

屋
外
冷
蔵
庫

屋
外
冷
蔵
庫

パン戸棚 パン戸棚

三槽
シンク

三槽
シンク

一槽
シンク

一槽
シンク

（モスグリーン色）

一槽
シンク

二槽シンク

二槽シンク

二槽
シンク

牛乳カゴ洗い
シンク

一槽シンク

三槽
シンク

ピット

ピット

ピット

ピット

ピットピット

既設可動配膳棚（移設）

下足箱

下足箱

洗濯機 洗濯機

包丁まな板
殺菌庫

手洗い

手洗い

（ビスケット色）

プレハブ保冷庫

電
灯

動
力

盤
(
設

備
)

回転釜
ﾌﾗｲﾔｰ兼用

回転釜

回転釜 回転釜

回転釜

回転釜
ﾌﾗｲﾔｰ兼用

廃油庫

0.78

0.73

0.840.86

0.43

***

C

53

C

62

C

62

C

61

C

61

C

61
C

54

C

60

C

48

C

53

C

52

C

52

C

52
B

10

C

51

C

69

C

70

C

50

C

64

C

59

床モルタルコテ押え

物入

ステンレス製

屋外手洗い

サンプルケース

排水溝

ガス配管バック

カーテンレール（ダブル）

モップ掛け

手洗い配管バック

SUS製ゴミカゴ

ネットフェンス H1800

（メッシュフェンス）

SUS製ゴミカゴ

VP100φ(設備工事)

VP100φ(設備工事)

SUS製ゴミカゴ

GL-80GL-80

GL+280

GL+280

GL+280

GL+280

GL+280

GL+200

GL+405

GL+405

GL+405

GL+280

GL+225（水下）～280（水上）

GL+310

GL+230 GL+200

GL+260

GL+260GL+280 GL-150

GL***

PS

踏込

前室

脱衣所

便所

生徒溜

踏込 踏込

調理室

展開記号D

C

A

B給食室平面詳細図　1/50

下処理エリア

準備室

検収室

PS

更衣室

9 10 11 12 13 14

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ｅ

Ｆ

15 1615a

ケイカル板t6.0 底目地張ＮＡＤ塗 目地底紙テープ張 梁型コンクリート面補修の上ＮＡＤ塗 天井見切 塩ビコ型ジョイナー
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801,030 1,2701,800

9
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,
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5

235 4,750 35
220 5,00055 5,000

1,600 70 1,600 70 1,600 220 1,600 70 1,600 70 1,600 115

4,020 360 1,150 1,200 490 1,200 2,500 1,800
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5

5
5
5
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0
9
0

3
7
0

8
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0
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,
5
8
5

2
8
5

1
,
0
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5

8
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0

1,245 850 1,220 2,415 850 835

8301,200

3,175 1,225

3
,
8
9
5

3
,
9
0
5

3956001,000660 395 900 750 750 910

9
0
0

395

1
,
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1,200

1
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945

1
,
0
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1,130 2,170

1,3001,170

7
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0

6
0
0

7
0
0

7
0
0

2
0

2,000930 115 1,055 160 5,100 100

800504,540430

5,020 10,330 78520

8
1
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115 115
115

1,030

60 1,600 70 1,600 1,60070 1,600 1,60070 70 1,600

6
4
0 9
7
5

1
,
4
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2060
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9
2
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8301,200
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180
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0

285
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5
0

5
0
0

50600

4
0
0 5
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50050
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1
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4
0
0

200
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1,000

ステンレス製排水目皿75  VP75にて最寄の会所へ接続（建築工事）

A-232  壁 モルタルコテ押え  ＮＡＤ塗

C-61

C-61

配膳戸棚

パン戸棚

床排水

天  井

牛乳保冷庫置場

A-105  床

A-232巾  木 モルタルコテ押え  アール付20R

A-313’

I類タイル貼 100角  水勾配付（目地色については係員と打合せの上決定の事）

モルタルコテ押えの上 特殊ノンスリップシート床材A-113

天  井

巾  木

  壁

  床

調理室・準備室

C-53

C-60排水溝

ガス回転釜ピット

A-232’ 床材立上げ h100

A-313’

ガス配管バック C-48

A-232

A-232

A-103

下処理エリア

防水モルタルコテ押え

モルタルコテ押え ＮＡＤ塗

防水モルタルコテ押え アール付20R  h100

（w300×d133×h510）C-52

C-59

A-105

下足箱

式  台

天  井

巾  木

  壁

  床

木造軸組の上 シナ合板 t5.5 ＳＯＰ塗

コンクリート下地 モルタ ルコテ押え NAD塗

C-59

A-204

A-313’

Ⅰ類タイル貼 100角

Ⅰ類タイル貼 100角

C-59 ビニル床シート t2.5

塩ビ巾木　H100A-214

壁柱取合いSR-2 シーリング打ち

手洗い（流司）(設備工事) ミラーキャビネット(ﾘｸｼﾙ TSF-126)

石膏ボード t12.5 直張の上クロスＣ張 （ＲＣ下地）

窓－普通カーテン、レースカーテン、カーテンレール（Ｗ）

複合フローリングt15A-110  床

C-51

A-211’

A-211'

脱衣箱

カーテン

天  井

巾  木

ロッカー

  壁

市場品 455×515×1790  4ヶ所

木造軸組の上 ラワン合板 t5.5 クロスＣ張

B-10

A-315 化粧石膏ボード張りt9.5　　天井見切 塩ビコ型ジョイナー

米栂　105×30　SOP塗

脱衣スペース－ビニールカーテン市場品、吊型カーテンレール（Ｓ） トーソー（株）ニューリブ 又は同等品

化粧鋼板複合パネル

ＦＲＰ濃色凸凹模様仕上

収　　納

面材：型板調樹脂板

折り戸：アルミ　アルマイト処理
アルミ　アルマイト処理

照　　明 防湿型６０Ｗ白熱灯

水洗金具
BF－HE247TNX－PU

サーモスタット式シャワー水洗

スイッチ
給 水 管

タッチスイッチ（照明・換気扇）

接続口：塩ビ管ＶＰ５０受け口

４０６Ｘ５０４　ＫＧＭ－４０５０

換 気 扇
接続口：塩ビ管ＶＵ１００

壁

天　　井

据付必要寸法

床

内法寸法

ド　　ア

下　　枠

給 湯 管

排水トラップ

鏡

ケイカル板 t6.0  底目地張ＥＰ塗  天井見切 塩ビコ型ジョイナー

モルタル下地ビニール床シート t2.5 NC 一般品

A-313’

A-230

A-113

天  井

床・巾木

  壁

便所

A-230 ビニール巾木  h100

（ＲＣ壁）モルタルコテ押え ＮＡＤ塗　（木造軸組壁）ラワン合板ｔ5.5底目地張＋ケイカル板ｔ8.0　ＮＡＤ塗

A-224

A-224

A-101

天  井

巾  木

  壁

  床

C-55換気扇枠

床排水

モルタルコテ押え ＮＡＤ塗

モルタルコテ押え

モルタルコテ押え  アール付20R  h100

コンクリート打放しのまま

コンクリート打放しのまま

モルタルコテ押え

  壁

巾  木

  床

プレハブ冷凍庫置場

A-101

特 記 事 項

シャワーユニット仕様（LIXIL　SPB-0808LBEH　同等品）

Ｄ＝９２０×Ｗ＝９２０×Ｈ＝２５１０
Ｄ＝８００×Ｗ＝８００×Ｈ＝２０３０

Ｌパネル（鏡面）

収納パネル　樹脂製

換気扇：ＵＦ－２４Ａ

Ｒｃ１／２　アダプター止

Ｒｃ１／２　アダプター止
トラップ樹脂製

生徒溜

検収室

生徒溜に準じる

生徒溜に準じる

生徒溜に準じる

 　 り会所への接続まで本工事とする。

  　C通側各スパン4ヶ所取付け：大建プラスチックＤＫ式換気パイプＳＵ50エルボ網付

  　又は同等品

　　但し、アルミ製建具額縁は全てアルミ額縁とする。

　　▲－室名札を示す

　　準備室：D2904ビスケット又は同等品

                溶接工法（目地溶接）  接着剤二液型エポキシ系（EK-7）

　　材質・寸法は本図各室仕上を優先するものとする。

　　おくこと。

  　E通側各4ヶ所取付け：協和式ビニールパイプ直型 外型 106 又は同等品

　　市場品  生徒溜出入口横壁2ヶ所 h2000（下端）、休養室1カ所取付。

 1．特記なき限り木材は標準校舎仕様に準ずる。

 2．休養室木材仕様は木材仕様1による。

 4．天井下地及び建具枠廻りは全て標準校舎仕様に準ずる。

 5．天井点検口は標準校舎仕上仕様に準ずる。

 6．特記なき限り間仕切壁はコンクリート厚100ｍｍとする。

 7．前室（手洗い 洗濯機）、便所、シャワー室排水は別途工事とし、他の排水は最寄

 8．天井換気パイプ仕様

 9．屋上ファン基礎５ヶ所設置  詳細は図示による。

10．室名札－アクリル製

11．食器消毒保管庫の下台は保管庫に合わせコンクリート打ちの上 モルタルコテ押え仕

12．図中※印表示の寸法については優先寸法とする。

13．特殊ノンスリップシート床材  ＡＢＣ商会 アルトロ 調理室：X2533モスグリーン、

15．調理室  下処理エリアの床 軽量コンクリート打設は配管完了後とする。

16．食器洗浄機の穴の位置はメーカー仕様による。

17．備品等（破線表示）は全て別途工事とする。

18．本図の内部仕上部分詳細図 呼出記号は、納まり等をこれに準ずるものとし、仕上・

19．グレーチング取外し金物（D型 開閉ハンドル　カネソウ（株）製）を2カ所見込んで

 3．床勾配－床排水勾配を充分にとる。 図示の高さを水上、水下とし、監督員との

　　協議により方向を決定し水溜りの無き様正確に施工すること。

    上げとする。袖壁及び垂壁は保管庫に合わせ監督員との協議により施工する。

更衣室

14．特記なき限り 木・鉄部の見え掛りは全てSOP塗とする。（更衣室、前室、踏込は除く）

ガラリ開放表示板位置を示す

OPを示す

設計GLからのレベルを示す

前室  踏込　脱衣室

ケイカル板t6.0 底目地張ＮＡＤ塗 目地底紙テープ張 ケイカル板t6.0
底目地張ＮＡＤ塗
目地底紙テープ張排水目皿75VP(厚肉)75φにて最寄の会所へ接続(建築工事)

天  井

入札S5011
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▼
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歌島中学校増築その他工事工事名称

図面名称

大阪市都市整備局公共建築部
株式会社ＪＦＥ設計

設
計
事
務
所

企画設計課（企画設計グループ）

通し番号 図面番号

契約用図面番号

図面サイズ：Ａ１

平成28年度

修正後（通し番号０４７）

給食室詳細図 047 047

下足箱

フード
スライサー

冷凍
冷蔵庫

炊飯台
（平置）

SKラック

ラックラックラック ラック

焼き物機

物
干

し
ス

ペ
ー
ス

手洗い

牛乳保冷庫
(移設)

牛乳保冷庫
既設可動配膳棚（移設）

食器消毒保管庫 食器消毒保管庫 配膳戸棚

シャワー
ユニット

脱衣箱

ロッカー（本工事）

手洗い

物入

炊飯台
（立体3段）

炊飯台
（立体3段）

炊飯台
（立体3段）

炊飯台
（立体3段）

炊飯台
（立体3段）

食器洗浄機

食器受台

食器受台

焼き物機

手洗い

穴開調理台

穴開調理台

食缶消毒
保管庫

食缶消毒
保管庫

カウンター

プレハブ保冷庫
（野菜）

一槽シンク

ラック

ラック

作業台

作業台

置台 置台
手洗い

パラフィン
浴装置

球根皮剥機

屋外冷蔵庫

屋外冷蔵庫

仮ごみ置場

屋
外
冷
蔵
庫

屋
外
冷
蔵
庫

パン戸棚 パン戸棚

三槽
シンク

三槽
シンク

一槽
シンク

一槽
シンク

（モスグリーン色）

一槽
シンク

二槽シンク

二槽シンク

二槽
シンク

牛乳カゴ洗い
シンク

一槽シンク

三槽
シンク

ピット

ピット

ピット

ピット

ピットピット

既設可動配膳棚（移設）

下足箱

下足箱

洗濯機 洗濯機

包丁まな板
殺菌庫

手洗い

手洗い

（ビスケット色）

プレハブ保冷庫

電
灯

動
力

盤
(
設

備
)

回転釜
ﾌﾗｲﾔｰ兼用

回転釜

回転釜 回転釜

回転釜

回転釜
ﾌﾗｲﾔｰ兼用

廃油庫

0.78

0.73

0.840.86

0.43

***

C

53

C

62

C

62

C

61

C

61

C

61
C

54

C

60

C

48

C

53

C

52

C

52

C

52
B

10

C

51

C

69

C

70

C

50

C

64

C

59

床モルタルコテ押え

物入

ステンレス製

屋外手洗い

サンプルケース

排水溝

ガス配管バック

カーテンレール（ダブル）

モップ掛け

手洗い配管バック

SUS製ゴミカゴ

ネットフェンス H1800

（メッシュフェンス）

SUS製ゴミカゴ

VP100φ(設備工事)

VP100φ(設備工事)

SUS製ゴミカゴ

GL-80GL-80

GL+280

GL+280

GL+280

GL+280

GL+280

GL+200

GL+405

GL+405

GL+405

GL+280

GL+225（水下）～280（水上）

GL+310

GL+230 GL+200

GL+260

GL+260GL+280 GL-150

GL***

PS

踏込

前室

脱衣所

便所

生徒溜

踏込 踏込

調理室

展開記号D

C

A

B給食室平面詳細図　1/50

下処理エリア

準備室

検収室

PS

更衣室

9 10 11 12 13 14

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ｅ

Ｆ

15 1615a

ケイカル板t6.0 底目地張ＮＡＤ塗 目地底紙テープ張 梁型コンクリート面補修の上ＮＡＤ塗 天井見切 塩ビコ型ジョイナー
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ステンレス製排水目皿75  VP75にて最寄の会所へ接続（建築工事）

A-232  壁 モルタルコテ押え  ＮＡＤ塗

C-61

C-61

配膳戸棚

パン戸棚

床排水

天  井

牛乳保冷庫置場

A-105  床

A-232巾  木 モルタルコテ押え  アール付20R

A-313’

I類タイル貼 100角  水勾配付（目地色については係員と打合せの上決定の事）

モルタルコテ押えの上 特殊ノンスリップシート床材A-113

天  井

巾  木

  壁

  床

調理室・準備室

C-53

C-60排水溝

ガス回転釜ピット

A-232’ 床材立上げ h100

A-313’

ガス配管バック C-48

A-232

A-232

A-103

下処理エリア

防水モルタルコテ押え

モルタルコテ押え ＮＡＤ塗

防水モルタルコテ押え アール付20R  h100

（w300×d133×h510）C-52

C-59

A-105

下足箱

式  台

天  井

巾  木

  壁

  床

木造軸組の上 シナ合板 t5.5 ＳＯＰ塗

コンクリート下地 モルタ ルコテ押え NAD塗

C-59

A-204

A-313’

Ⅰ類タイル貼 100角

Ⅰ類タイル貼 100角

C-59 ビニル床シート t2.5

塩ビ巾木　H100A-214

壁柱取合いSR-2 シーリング打ち

手洗い（流司）(設備工事) ミラーキャビネット(ﾘｸｼﾙ TSF-126)

石膏ボード t12.5 直張の上クロスＣ張 （ＲＣ下地）

窓－普通カーテン、レースカーテン、カーテンレール（Ｗ）

複合フローリングt15A-110  床

C-51

A-211’

A-211'

脱衣箱

カーテン

天  井

巾  木

ロッカー

  壁

市場品 455×515×1790  4ヶ所

木造軸組の上 ラワン合板 t5.5 クロスＣ張

B-10

A-315 化粧石膏ボード張りt9.5　　天井見切 塩ビコ型ジョイナー

米栂　105×30　SOP塗

脱衣スペース－ビニールカーテン市場品、吊型カーテンレール（Ｓ） トーソー（株）ニューリブ 又は同等品

化粧鋼板複合パネル

ＦＲＰ濃色凸凹模様仕上

収　　納

面材：型板調樹脂板

折り戸：アルミ　アルマイト処理
アルミ　アルマイト処理

照　　明 防湿型６０Ｗ白熱灯

水洗金具
BF－HE247TNX－PU

サーモスタット式シャワー水洗

スイッチ
給 水 管

タッチスイッチ（照明・換気扇）

接続口：塩ビ管ＶＰ５０受け口

４０６Ｘ５０４　ＫＧＭ－４０５０

換 気 扇
接続口：塩ビ管ＶＵ１００

壁

天　　井

据付必要寸法

床

内法寸法

ド　　ア

下　　枠

給 湯 管

排水トラップ

鏡

ケイカル板 t6.0  底目地張ＥＰ塗  天井見切 塩ビコ型ジョイナー

モルタル下地ビニール床シート t2.5 NC 一般品

A-313’

A-230

A-113

天  井

床・巾木

  壁

便所

A-230 ビニール巾木  h100

（ＲＣ壁）モルタルコテ押え ＮＡＤ塗　（木造軸組壁）ラワン合板ｔ5.5底目地張＋ケイカル板ｔ8.0　ＮＡＤ塗

A-224

A-224

A-101

天  井

巾  木

  壁

  床

C-55換気扇枠

床排水

モルタルコテ押え ＮＡＤ塗

モルタルコテ押え

モルタルコテ押え  アール付20R  h100

コンクリート打放しのまま

コンクリート打放しのまま

モルタルコテ押え

  壁

巾  木

  床

プレハブ冷凍庫置場

A-101

特 記 事 項

シャワーユニット仕様（LIXIL　SPB-0808LBEH　同等品）

Ｄ＝９２０×Ｗ＝９２０×Ｈ＝２５１０
Ｄ＝８００×Ｗ＝８００×Ｈ＝２０３０

Ｌパネル（鏡面）

収納パネル　樹脂製

換気扇：ＵＦ－２４Ａ

Ｒｃ１／２　アダプター止

Ｒｃ１／２　アダプター止
トラップ樹脂製

生徒溜

検収室

生徒溜に準じる

生徒溜に準じる

生徒溜に準じる

 　 り会所への接続まで本工事とする。

  　C通側各スパン4ヶ所取付け：大建プラスチックＤＫ式換気パイプＳＵ50エルボ網付

  　又は同等品

　　但し、アルミ製建具額縁は全てアルミ額縁とする。

　　▲－室名札を示す

　　準備室：D2904ビスケット又は同等品

                溶接工法（目地溶接）  接着剤二液型エポキシ系（EK-7）

　　材質・寸法は本図各室仕上を優先するものとする。

　　おくこと。

  　E通側各4ヶ所取付け：協和式ビニールパイプ直型 外型 106 又は同等品

　　市場品  生徒溜出入口横壁2ヶ所 h2000（下端）、休養室1カ所取付。

 1．特記なき限り木材は標準校舎仕様に準ずる。

 2．休養室木材仕様は木材仕様1による。

 4．天井下地及び建具枠廻りは全て標準校舎仕様に準ずる。

 5．天井点検口は標準校舎仕上仕様に準ずる。

 6．特記なき限り間仕切壁はコンクリート厚100ｍｍとする。

 7．前室（手洗い 洗濯機）、便所、シャワー室排水は別途工事とし、他の排水は最寄

 8．天井換気パイプ仕様

 9．屋上ファン基礎５ヶ所設置  詳細は図示による。

10．室名札－アクリル製

11．食器消毒保管庫の下台は保管庫に合わせコンクリート打ちの上 モルタルコテ押え仕

12．図中※印表示の寸法については優先寸法とする。

13．特殊ノンスリップシート床材  ＡＢＣ商会 アルトロ 調理室：X2533モスグリーン、

15．調理室  下処理エリアの床 軽量コンクリート打設は配管完了後とする。

16．食器洗浄機の穴の位置はメーカー仕様による。

17．備品等（破線表示）は全て別途工事とする。

18．本図の内部仕上部分詳細図 呼出記号は、納まり等をこれに準ずるものとし、仕上・

19．グレーチング取外し金物（D型 開閉ハンドル　カネソウ（株）製）を2カ所見込んで

 3．床勾配－床排水勾配を充分にとる。 図示の高さを水上、水下とし、監督員との

　　協議により方向を決定し水溜りの無き様正確に施工すること。

    上げとする。袖壁及び垂壁は保管庫に合わせ監督員との協議により施工する。

更衣室

14．特記なき限り 木・鉄部の見え掛りは全てSOP塗とする。（更衣室、前室、踏込は除く）

ガラリ開放表示板位置を示す

OPを示す

設計GLからのレベルを示す

前室  踏込　脱衣室

ケイカル板t6.0 底目地張ＮＡＤ塗 目地底紙テープ張 ケイカル板t6.0
底目地張ＮＡＤ塗
目地底紙テープ張排水目皿75VP(厚肉)75φにて最寄の会所へ接続(建築工事)

天  井

入札S5011



Ｋ

Ｇ

修正前（通し番号１５９）

設
計
事
務
所

株式会社ＪＦＥ設計

契約用図面番号

図面サイズ：Ａ１

大阪市都市整備局公共建築部

企画設計課（企画設計グループ）

平成28年度

通し番号図面名称

工事名称

図面番号

歌島中学校増築その他工事

仮設計画図(3) 159 159

ＳＴＡＧＥ３ 増築校舎棟新築工事・既存校舎棟改修工事 工事期間：１３．５か月

S:1/300(A1)

1/600(A3)
仮設計画図

凡例

パネルゲート

仮囲い（万能鋼板　H=3,000)

ガードフェンス＋養生シート

防護棚

生徒動線

車両動線

ガードマン　(１名、工事期間中)

場内警備員　(１名、工事期間中)

新設建物

撤去

足場

Ｇ

Ｋ

撤去建物

歩道改修

キャスターゲート

体育倉庫

屋根

ポール

校舎棟（4号館）

旧売店

渡り廊下(6)

渡り廊下(8)

渡り廊下(9)

配膳室

渡り廊下(11)

真北

白地図より算出

Ｍ

Ｍ

ＧＶ

Ｖ

Ｍ

Ｍ

Ｍ Ｍ

Ｍ

Ｍ

ＮＴＴ

Ｍ Ｍ

Ｖ

Ｖ

Ｍ

Ｗ

ＧＶ
ＧＶ

ＭＭ

ＧＶ
ＧＶ

Ｍ

Ｍ

Ｗ

Ｍ

Ｍ

電気

電気 電気

消火栓

消火栓

制水弁
電気電気

Ｖ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

消火栓

制水弁

Ｍ

Ｍ

Ｕ字溝

Ｕ字溝

屋根

屋根

屋根

※屋根材のみ撤去
(鉄骨下地残す)

緊急時用

屋根撤去
(長期休み工事)

既存校舎棟改修

既存校舎棟改修

H=4.5m
W=6.0m

H=4.5m
W=6.0m

H=4.5m
W=6.0m

RFLまで

庇上～3Fまで

1F屋上～3Fまで
3Fまで

3Fまで

既存校舎棟改修

4Fまで

5,6号館の改修工事は
主として夏休み工事とする

増築校舎棟設置工事時

H=4.5m
W=6.0m

一方通行

一方通行

一方通行

一方通行

※工事用出入口は工事の進捗に合わせ、どちらか一方を利用する。

※杭及び基礎工事時の工事進入路

※杭及び基礎工事以外の
　工事進入路

仮設間仕切
(B種)設置

第２運動場

物置

物置

消火ポンプ室
物置

倉庫

屋体棟

校舎棟（3号館）

校舎棟（5号館）

校舎棟（6号館）

電気室

校舎棟（2号館）

倉庫(1)

除塵機

クラブ室棟

増築校舎棟

電気
機械室

自転車置場

校舎棟（1号館）

運動場

渡り廊下(4)

渡り廊下(5)

渡り廊下(3)

仮設
ゴミ置場

ごみ置場

渡り廊下棟(1)

渡り廊下棟(2)

入札S5011



Ｋ

Ｇ

修正後（通し番号１５９）

設
計
事
務
所

株式会社ＪＦＥ設計

契約用図面番号

図面サイズ：Ａ１

大阪市都市整備局公共建築部

企画設計課（企画設計グループ）

平成28年度

通し番号図面名称

工事名称

図面番号

歌島中学校増築その他工事

仮設計画図(3) 159 159

ＳＴＡＧＥ３ 増築校舎棟新築工事・既存校舎棟改修工事 工事期間：１３．５か月

S:1/300(A1)

1/600(A3)
仮設計画図

凡例
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